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善
光
寺
縁
起
は
今
日
数
十
種
を
数
え
る
事
が
出
来
る
。
こ
れ
を
各
時
代
ご
と

に
分
類
・
分
析
し
、
又
諸
寺
院
の
縁
起
と
比
較
考
察
す
る
事
に
よ
つ
て
、
善
光

寺
創
草
の
歴
史
事
実
と
信
仰
内
容
の
一
端
を
明
ら
か
に
出
来
る
と
考
え
る
。
そ

こ
で
鎌
倉
時
代
ま
で
の
善
光
寺
縁
起
の
成
立
発
展
、
及
び
内
容
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
み
た
い
。

善
光
寺
に
関
す
る
最
も
古
い
記
文
は
、
『伊
呂
波
字
類
砂
』
に
、
「善
光
寺
、

斯
仏
像
、
日
本
国
度
至
、
経
歳
積
秤
弐
百
陸
歳
之
中
、
京
底
流
転
五
十
歳
、
信

濃
国
請
降
、
経
年
員

一
百
六
十
六
歳
云
々
」
、と
あ
る
も
の
で
、
す
で
に
神
護

景
雲
二
年
に
書
れ
た
記
事
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
は
こ
れ
と
別
文
で
、
推
古
十

年
四
月
八
日
信
濃
の
国
人
若
麻
積
東
人
が
本
国
麻
積
村
に
如
来
を
移
し
、
更
に

四
十

一
年
後
明
日
香
原
宮
長
老
東
人
に
よ
つ
て
水
内
郡
に
移
さ
れ
た
と
あ
る
。

こ
の
記
文
は
先
の
文
章
よ
り
年
代
は
下
る
が
、
後
の
伊
那
元
善
光
寺
の
伝
承
に

引
き
継
が
れ
る
事
と
な
る
。
さ
て
神
護
景
雲
二
年
に
書
れ
た
記
文
に
つ
い
で
古

い
の
は
、
『扶
桑
略
記
』
の
三
巻
に
或
記
に
云
く
と
し
て
、
欽
明
天
皇
十
三
年

十
月
百
済
の
聖
明
王
が
献
じ
た
阿
弥
陀
如
来
を
、
推
古
天
皇
十
年
秦
巨
勢
大
夫

が
信
濃
に
移
し
た
と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
秦
巨
勢
大
夫

の
名
が
見
え
る
事
で
、
善
光
寺
の
創
立
に
帰
化
人
の
影
響
が
あ
つ
た
事
が
窺
え

る
。
略
記
に
は
他
に
欽
明
天
皇
十
三
年
、
摂
津
難
波
の
津
に
漂
着
し
た
弥
陀
三

尊
を
、
仏

の
託
宜
で
推
古
十
年
信
濃
に
移
し
た
事
、
又
こ
の
仏
像
は
天
竺
の
月

蓋
長
者
が
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

「善
光
寺
本
縁
起
」
を
載
せ
て
い

る
。
こ
の
本
縁
起
は

『覚
禅
抄
』
に
も
見
え
、
当
時

一
般
に
流
布
し
て
い
た
ど

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
全
様
は
知
ら
れ
な
い
。

さ
て
善
光
寺
縁
起
は
鎌
倉
時
代
に
な
つ
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
嘉
禎
三
年
頃
編

述
さ
れ
た
『太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
の
「吾
朝
逆
臣
焼
失
等
塔
事
」
の
条
に
は
善

光
寺
縁
起
を
引
用
し
て
、
善
光
寺
如
来
が
三
度
法
難
に
あ
つ
た
事
が
記
さ
れ
て

い
る
。
又
こ
の
時
代
に
成
立
し
た

『顕
真
得
業
口
決
抄
』
に
は
、
善
光
寺
如
来

と
聖
徳
太
子
の
間
で
消
息
往
返
が
あ
つ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
太

子
信
仰
と
善
光
寺
如
来
の
信
仰
が
結
合
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
い
で
最
も

注
目
さ
れ
る
の
は
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
正
嘉
年
間
に
了
禅
が
書
写
し
た
、
『善

光
寺
如
来
事
井
弥
陀
観
音
現
益
事
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
、

善
光
寺
如
来
と
天
竺
国
月
蓋
長
者
と
の
因
縁
、
百
済
国
へ
の
飛
来
、
そ
の
後
我

国
に
伝
わ
り
、
難
波
の
津
に
投
入
さ
れ
た
事
を
述
べ
、
若
麻
績
東
人

(善
光
)

が
信
濃
に
移
し
た
事
を
記
し
、
次
に
立
像
の
事
、
光
中
の
七
仏
薬
師
事
、
善
光

寺
顕
小
身
給
事
の
項
目
を
あ
げ
、
最
後
に
善
光
の
嫡
子
善
佐
と
皇
極
天
皇
が
如

来
の
力
で
地
獄
よ
り
蘇
生
し
た
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
縁
起
が
次
の
応
安

三
年
か
ら
応
永
卦
四
年
の
回
録
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
、
「古
縁
起
」
又
は
「応

永
縁
起
」
と
呼
ば
れ
る
、
続
群
書
類
従
所
収
の
四
巻
本
の
基
に
な
つ
て
い
る
。

「応
永
縁
起
」
の
内
容
は
、
第

一
巻
に
明
天
竺
百
済
利
益
、
第
二
巻
は
明
日
本

王
巨
頃
逆
利
益
、
第
三
巻
で
は
明
善
光
善
佐
因
縁
を
記
載
し
て
お
り
、
こ
こ
ま

で
は
金
沢
文
庫
本
の
内
容
を
細
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
応
永
縁
起
の
特
色

は
第
四
巻
目
で

「惣
明
善
光
寺
種
々
霊
験
」
と
し
て
十
八
項
目
に
わ
た
つ
て
善

光
寺
如
来
の
霊
験
と
歴
史
を
記
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
は
多
く
の
善

光
寺
縁
起
中
、
最
も
整
つ
た
も
の
で
そ
の
後
作
ら
れ
る
縁
起
の
大
部
分
が
こ
の

体
裁
を
と
つ
て
い
る
。
こ
の
様
に
鎌
倉
中
期
以
後
善
光
寺
縁
起
が
完
備
さ
れ
、
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信
仰
的
内
容
を
濃
厚
に
し
て
い
る
の
は
、
源
頼
朝
に
よ
る
善
光
寺
再
建
後
、
善

光
寺
信
仰
と
太
子
信
仰
の
結
合
、
分
身
仏
及
び
新
善
光
寺
の
造
立
、
或
は
善
光

寺
に
お
け
る
念
仏
信
仰
等
が
急
速
に
発
展
し
た
事
と
期
を
一
に
し
て
い
る
。
こ

れ
は
庶
民
の
間
へ
善
光
寺
信
仰
を
持
つ
て
遊
行
勧
進
す
る
多
く
の
善
光
寺
聖

が
、7
そ
の
唱
導
の
手
本
と
し
て
盛
ん
に
縁
起
を
使
用
し
た
為
で
あ
る
。

で
は
次
に

「応
永
縁
起
」
を
中
心
に
善
光
寺
縁
起
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
つ
ま
ず
善
光
寺
縁
起
の
主
な
特
色
は
、
第

三
に
善
光
寺
如
来
が
我
国
最
初

の
渡
来
仏
で
あ
り
、
難
波
の
津
よ
り
信
濃
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
事
。
第

二
に
東
人
又
は
善
光
と
呼
ば
れ
る
者
が
、
自
宅
の
臼
の
上
に
如
来
を
安
置
し
、

そ
の
後
村
人
朋
友
の
助
力
に
よ
つ
て
寺
を
作
り
、
如
来
の
白
毫
か
ら
点
じ
た
不

断
燈
明
を
管
理
し
て
、
信
仰
の
対
称
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
事
、
第
三
に
善
光

寺
如
来
を
地
獄
か
ら
の
救
済
仏
と
説
い
て
い
る
事
。
第
四
に
念
仏
信
仰
を
勧
め

て
い
る
事
。
第
五
に
聖
徳
太
子
と
善
光
寺
如
来
を
結
び
つ
け
て
語
つ
て
い
る

事
。
第
六
に
新
善
光
寺
及
び
分
身
仏
の
造
寺
造
像
を
勧
め
て
い
る
事
の
六
点
で

あ
る
。
こ
の
内
第
二
、
二
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
、
ま
ず
第

一
の
我

国
最
初
の
渡
来
仏
と
す
る
の
は
、
聖
の
唱
導
上
善
光
寺
如
来
の
権
威
を
高
め
る

為
と
思
わ
れ
る
が
、
他
面
仏
教
公
伝
以
前
に
民
間
へ
仏
教
が
伝
わ
つ
て
い
た
事

を
推
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
難
波
の
津
か
ら
如
来
が
出
現
し
た
と
い
う

伝
承
は
、
仏
教
公
伝
の
際
に
お
け
る
崇
神
派
と
敬
仏
派
の
争
い
に
関
連
し
て
語

り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
海
中
出
現
の
伝
え
を
持
つ
本
尊
は
東

大
寺
二
月
堂
、
浅
草
寺
等
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
我
国
の
古
代
常
民
に
海
中

(海

上
)
を
他
界
と
す
る
観
念
が
あ
つ
た
為
で
、
海
の
彼
方
か
ら
依
り
来
る
霊
魂
即

ち
祖
始
霊
を
、
仏
教
化
し
て
信
仰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
こ
の
難
波
か

ら
善
光
寺
始
来
が
信
濃
に
下
つ
た
と
い
う
伝
承
は
、
天
照
大
神
の
近
畿

・
伊
勢

へ
の
巡
行
、
或
は

『
常
陸
風
土
記
』
に
伝
え
る
素
斐
鳴
尊
の
衆
神
を
歴
訪
し
た

と
い
う
神
話
に
見
ら
れ
る
、
神
々
が
子
孫
の
間
を
遊
幸
す
る
と
い
う
祖
霊
群
行

来
訪
の
観
念
が
善
光
寺
如
来
に
投
影
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
縁
起
に
記
す

伊
那
麻
績
を
は
じ
め
各
地
に
善
光
寺
如
来
が
立
寄
つ
た
と
伝
え
る
場
所
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
善
光
寺
如
来
を
祖
霊
と
同

一
観
念
で
信
仰
し
た
事

は
、
第
二
の
特
色
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
れ
は
東
人
又
は
善
光
が
私
宅
の
臼
の
上

に
安
置
し
た
と
い
う
記
文
で
、
後
世
多
く
作
ら
れ
た
分
身
仏
の
特
長
と
も
な
つ

て
い
る
臼
座
は
、先
祖
祭
の
祭
壇
と
し
て
用
い
ら
れ
る
物
で
、現
在
も
民
間
の
正

月
行
事
に
は
多
く
見
ら
れ
る
。
又
善
光
寺
如
来
の
白
毫
か
ら
点
じ
た
と
い
う
不

断
燈
明
と
同
様
の
も
の
は
、高
野
山
奥
院
、叡
山
延
暦
寺
、東
犬
寺
二
月
堂
、浅
草

寺
等
各
地
の
霊
場
に
存
在
す
る
。
こ
れ
は
祖
霊
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
同
時
に

祖
霊
を
祀
る
聖
火
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
善
光
寺
の
発
祥
は
、
こ
の
地
を
祖
霊
の

集
ま
る
聖
地
と
す
る
氏
族
の
先
祖
を
祀
る
祭
場
か
ら
発
展
し
た
と
思
わ
れ
る
。

所
で
善
光
寺
の
創
立
者
と
伝
え
る
若
麻
績
東
人

(本
田
善
光
)
は
、
我
国

の
庶
民
信
仰
史
上
無
視
出
来
な
い
聖
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
つ
て
い
る
。
即

ち
如
来
を
難
波
か
ら
信
濃
に
運
ん
だ
と
い
う
伝
承
は
、
笈
に
仏
像
を
入
れ
て
各

地
を
遊
行
し
た
勧
進
聖
の
姿
で
あ
り
、
又
祖
霊
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
不
断
燈
明
を

管
理
し
た
の
は
、
東
犬
寺
二
月
堂
の
稲
垣
氏
或
は
浅
草
寺
の
譜
代
衆
と
同
様
、

古
代
に

「火
治
り
」
と
い
わ
れ
た
祖
霊
祭
の
司
祭
者
の
職
能
を
受
け
つ
い
だ
者

で
あ
る
。
従
つ
て
善
光
寺
の
創
立
者
は
、
こ
の
地
方
の
氏
族

(若
麻
績
又
は
本

田
氏
)
を
壇
越
と
し
た
無
名
の
古
代
的
聖
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
簡
単
に
善
光
寺
縁
起
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
成
立
は
奈
良
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
事
が
出
来
、
善
光
寺
信
仰
の
発
展
に
伴
な
つ
て
体
裁
を
整
え
、

鎌
倉
時
代
に
至
つ
て
完
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
縁
起
の
内
容
は
単
な
る

仏
教
的
物
語
で
な
く
、
我
国
固
有
の
宗
教
観
念
の
上
に
成
立
し
、
そ
の
中
に
は

善
光
寺
史
を
開
明
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
。
注
略

善
光
寺
縁
起

に
つ
い
て

(
嶋

口
)
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